
下野市らいさま 第10号３

条例13条
つな
がっテルね！ （市民の責務）一部抜粋

第13条　市民は次に掲げる責務を有するものとする　　
⑶　自らがまちづくりの主体であることを自覚し、実践すること。

樹木観察会が育む郷土愛
～市内の豊かな木々 を知り尽くす取組み～

　木を知ろう森を知ろう会は、平成２０年３月に発足しました。団体だけ
で活動資金を集めながら、次の活動に取組んでいます。
①樹木観察会の開催　②樹木札の取付けとメンテナンス
③学校に出向き校庭の樹木の木札付け
④ゆうがお通りの樹木マップ作製
⑤公開樹木観察会の開催　⑥植樹活動　となっています。
　活動は１１年を超え、ほぼ毎月開催している樹木観察会は、通算１１０
回以上にのぼります。

薬師ケ池周辺の
樹木観察会の様
子だよ。皆さん真
剣に聞き入ってる
ね。

森林インストラクターの
資格をお持ちの
代表　吉田春彦氏

会の活動を長く続けるために、
代表の吉田さん自身が活動を
楽しむだけでなく、会員に居心
地の良い場所となることを目
指しているんだって。

問合せ先：（会員募集）　　連絡先：事務局長　平原氏　080-6639-2035
平成３１年３月に開催された公開樹木観察会のチラシ

　ゆうがお通り周辺だけでも、桜は１７種２７７本あります（同会調べ）。薬師
川から薬師ヶ池にかけてソメイヨシノだけでも207本植樹されています。
　また、薬師ケ池周辺は、毎年桜の時期には、じっくり静かに楽しみたい
方々が集まってきます。
　なお、薬師川周辺は、平成 4年度都市景観大賞景観形成事例部門（国
土交通省主催）を受賞をしました。

会で取り付けた木札の一例


